Ⅰ　複合施設としての整備基本方針
１　基本コンセプト
新しい複合施設では、高知県立図書館（以下、「県立図書館」という。）・高知市立市民図書館（以下、「市民図書館」という。）本館・新点字図書館・科学館（仮称）の４館を効率的に配置し、有機的な連携を図る。
複合施設として整備することにより、様々な人々の交流がさらに深まり、県内の学習と文化の発展に寄与するとともに、県民・市民の暮らしと仕事の課題解決を支援する知的・文化的な基盤とする。
・　県立図書館と市民図書館本館は、それぞれの役割分担を明確にしながら連携してサービスを提供することにより、県民・市民の読書環境・情報環境の充実を図る。
・　新点字図書館は、より幅広く視覚に何らかの障害のある県民・市民への読書支援や利用者のニーズに応えられる情報提供の拠点施設としての役割を充実させていく。
・　科学館（仮称）は、次代を担う創造性豊かな人材の育成を図り、科学的な見方や考え方を養う知的創造活動の場を提供する。
２　共通事項
（１）災害への備え・避難所機能
・　災害時に一時避難所として活用できる機能を持ち、停電時にも一定対応できるように自家発電装置を整備する。
・　複合施設本体は免震機能を備え、書架等には耐震対策を施す。
・　資料保管スペースは浸水・雨漏り・漏水等への対策を施す。
・　浸水対策については、止水板等の効果的な対策を施す。
・　消火設備は、資料・機器類を極力傷めないように配慮する。
（２）障害者等対応（ユニバーサルデザイン）
「高知県ひとにやさしいまちづくり条例」や「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」などを遵守し、誰もが自由に行動でき、安全で快適に過ごすことのできるユニバーサルデザインの考え方に沿った、利用しやすい環境を目指す。
（３）周辺の景観との調和
追手筋のまちなみや教育・文化施設と調和した形状、色彩等となるように工夫する。
（４）省エネルギー・環境への配慮
　環境への配慮と、施設の維持管理に要する経費を軽減するために、自然エネルギーの利用などの工夫や、屋根、外壁等の断熱性の向上を図る。
（５）中心市街地活性化への寄与
・　周辺は、中心商業地域であり、歴史・文化・教育施設が立地する文教地域でもあることから、多目的広場、遊歩道などと一体的に整備し、周辺地域との融合を図る。
・　多様な世代の人々が集まり、ゆっくりと楽しみながら交流する中核的な場と位置付け、まちのにぎわいを生み出し、中心市街地活性化に寄与する。
（６）地場産材の活用
内装等の可能な箇所への地場産材の活用を図る。
（７）施設共用の考え方
ホール等は、図書館・科学館としての利用だけでなく、県民・市民の文化活動にも一定程度利用できる空間として整備し、中心市街地活性化に寄与する。
（８）エントランスのあり方
複合施設のエントランスとして、総合案内を置き、利用者の基本動線に配慮する。多くの人々が集い多様な出会いが生まれる空間として、幅広く活用できる交流スペースとする。
付加機能として、喫茶スペース、コインロッカーを設置する。（喫煙コーナーは建物外に設置。）
（９）館内情報システム
・　業務用イントラネット等
４館では、多数の職員が異なる体制で勤務することとなるため、業務用イントラネット等を構築し、情報の一元化・効率化を図る。
・　利用者への情報提供のシステム
障害者等を含め、様々な利用者が望む情報を分かりやすく提供できるように、情報提供システムを構築する。
（10）その他　
・　独立した運営・管理
それぞれの施設は、運営の方法や開館日時等が異なる場合が考えられるので、独立して運営・管理することができるように、動線やセキュリティゾーンを構成する。
・　４館が連携しながら効率的に各館の運営・管理を行い、複合施設としての相乗効果を発揮するために、連絡調整会議を設置する。
・　サイン計画は、分かりやすい図表示、外国語にも配慮した表記を行う。
・　複合施設の愛称は、公募により決定する。
Ⅱ　新図書館
１　新図書館のコンセプト
新しい図書館は、これからの高知を生きる人たちに力と喜びをもたらすものでなければならない。
県立図書館と市民図書館の合築により、それぞれの役割と機能を果たしながら、共通する業務を一体的に行い、独自の機能をこれまで以上に発揮し、県民・市民の利便性を高め、充実した図書館サービスを提供する。
新図書館の基本的な考え方は、次のとおりである。
	項　目
	基本的な考え方

	施設
	・開架や貸出し・閲覧において、県市の区別のない一つの施設とする。

	組織等
	・新しい図書館には、県立図書館、市民図書館の二つの組織を置く。
・県の貸出し等の直接サービス業務は市に委託し、市民図書館が行う。
・レファレンスや情報ネットワークなどの業務は共同して行う。

	開架スペース
	・開架書架には、県市の所有に関わりなく資料を系統的に並べる。
・１枚の図書カードで、県市いずれの資料も利用できるようにする。

	書庫
	・県市に必要な書庫を整備し、県市が共用して蔵書を管理する。

	資料の購入
	・県市で選書の調整を図りながら購入する。

	利用者の範囲や
サービス内容の統一
	・県市のルールを統一し、サービスを充実する。

	図書館情報システム
	・県市の所有図書に関わりなく蔵書検索や貸出し予約のサービスを行う。

	物流ネットワーク
	・県立図書館の物流便を開館日は毎日行うなど、サービス内容の充実を図る。

	障害者サービス
	・著作権法改正の趣旨を踏まえ、新点字図書館と連携し、障害者サービスの充実を図る。


県立図書館、市民図書館が連携し、それぞれの機能を発揮しながら、次のような図書館を目指す。
（１）県民・市民の資料要求に応え、課題解決の支援ができる図書館
・　司書の専門性の向上を図る。
・　レファレンス・サービス（※）の充実と利用促進を図る。
（※）レファレンス・サービス：利用者の問い合わせに対し、図書館資料（本や雑誌、新聞、データベース等）の案内を行ったり、図書館資料に基づいて回答するサービス
・　課題解決支援サービスの充実と強化を図る。
（２）情報提供機関として地域を支える図書館
・　地域や住民の自立的な判断に必要な多様な資料・情報の充実と提供体制を確保する。
・　ハイブリッド型図書館（紙媒体と電子媒体の双方を提供する機能を持った図書館）の実現を図る。
・　各種団体・関係機関との連携・協力によりサービスを拡大する。
・　高知県に関連する資料を充実・活用し、県民・市民の郷土に対する関心や理解の向上に寄与する。
・　高知県ならではのテーマを定めた資料を整備する。
（３）セーフティーネットの役割を果たす図書館
・　家庭での学習が困難な子どもたちに対する学習の場を提供する。
・　各種の資格を取得するための資料や、就職支援につながる情報等を提供する。
・　県内の病院や社会福祉施設等で図書を検索し借りることができるサービスを提供する。
（４）進化型図書館
・　社会の変化等に対応して、柔軟な図書館サービスを創造し展開する図書館を目指す。
（５）図書館利用に障害のある利用者に配慮した図書館
・　これまで図書館の利用に障害のあった人も、誰もが支障なく利用できる図書館を目指す。
２　新図書館の組織・運営等
（１）組織のあり方
・　県立図書館、市民図書館はそれぞれの役割と機能を果たしていく必要があり、県立図書館、市民図書館の二つの組織を置き、役割分担を明確にしたうえで、両館が連携して業務を遂行する。
（２）運営等
・　県と高知市が適切に業務分担と連携・協働を図りながら、運営を行う。
・　人材育成を重視し、研修・研究活動の充実を図り活性化させる。
・　直接窓口サービスは、責任の所在を明確にしたうえで、両館の職員等で連携・協力して行う。
・　県全体に関わるもの、特に県内市町村支援については、県立図書館が責任を持って行う。
・　資料の直接貸出しと高知市内全域の図書館サービス・システムの充実・発展については、市民図書館が責任を持って行う。
・　図書館専門家等による多様な観点からの評価を定期的に行う。
・　両館の連携を強化するため、両館長、図書館専門家等で構成する調整機関を置く。
（３）組織・運営で遵守する事項
（直営の堅持）
・　新図書館の主要な業務に携わる職員は、県市ともに司書を中心とした高い能力を有する職員でなければならないため、図書館の根幹に関わる業務は直営を堅持し、指定管理者制度は導入しない。
また、職員配置にあたっては、利用者数や提供サービスなどに応じた適正な配置に努める。
（専門職の確保）
・　図書館の専門的な業務に携わる職員は、司書を中心とした職員構成が望ましい。
・　県立図書館は、職員に占める司書の割合を高める。市民図書館は、専門職制度を導入するとともに、職員に占める司書の割合を高める。
・　司書には、新しい図書館サービスを構想・企画する力が求められるため、専門分野を持ちつつ、広い視野で業務に携わることができる司書を計画的に育成する。また、情報技術や課題解決サービス等の専門領域に強い人材育成に、開館前から計画的に取り組む。
（県市の業務分担等）
・　両館の果たすべき役割と機能、責任の所在、命令権者、業務分担を明らかにした体制づくりを行い、運営方針を全職員で共有する。
（館長の役割）
・　新しい図書館づくりを進め、円滑な運営を行っていくうえで、両館長の役割は重要である。
・　館長には、責任ある図書館運営に必要な権限を持たせる。
・　新図書館は二人館長制となるため、役割分担と意思決定のしくみを事前に調整する。
（協定書の締結）
・　県立図書館、市民図書館の役割と機能、運営方針や運営体制、人員配置計画、責任区分などの新図書館の運営に関わる基本方針について県市で協定書を締結する。
（調整及び点検・評価）
・　点検・評価のために第三者機関を置くとともに、調整機関や図書館協議会で常に確認を行う。これらの組織には、幅広い人材の配置を検討する。
３　県立図書館と市民図書館の役割と機能
（１）県立図書館の役割と機能
（役割）
・　市町村立図書館の設置の促進や既設図書館への支援を通じて、県内の読書環境を充実させる。
・　県内外の図書館等の関係機関との連携・協力を進め、国内・世界との情報格差の解消を図る。
・　読書活動の推進や調査・研究への支援を行う。
（機能）
・　高知県の情報拠点及び資料の蓄積･保存センターとしての機能
・　地域や県民の課題解決と多様な学習への支援
・　図書館ネットワーク構築と市町村立図書館等への支援
・　子ども・若者の読書活動の支援
・　学校への支援
・　図書館利用に障害のある利用者等の支援
・　新たな図書館サービスの創造機能
・　図書館職員の育成機能
（２）市民図書館の役割と機能
（役割）
・　図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、調査、研究、レクリエーション等に資し、もって個人の完成と市民社会の発展に貢献する。
（機能）
・　直接サービス
・　資料情報の集積・提供
・　課題解決の支援
・　図書館システムの運営
・　子どもに対する読書支援
・　市立学校への支援
・　視聴覚ライブラリー
・　科学館(仮称)との連携
・　障害者サービス
・　多文化サービス
４　新図書館において実施するサービス及び業務
（１）来館者へのサービス
（資料情報の提供〔貸出し・閲覧・予約〕）
・　資料を貸し出し、又は閲覧に供するとともに、予約サービスを積極的に受け付ける。
（レファレンス・サービス〔調査・研究の支援〕）
・　専用カウンター等を設けて司書を配置し、サービスの提供体制を強化する。
（２）各種支援拠点としてのサービス
（県内市町村支援〔県立図書館機能〕）
・　市町村立図書館や公民館図書室等に協力貸出し及び長期貸出し等を行うとともに、職員を出張させることで、運営やサービスに関する支援を強化する。
（高知市全域サービスの拠点〔市民図書館本館機能〕）
・　市民図書館本館・分館・分室間での図書等資料の総体的な活用をはじめ、分館・分室に対する研修の実施や情報伝達、レファレンスの支援等を行う。また、移動図書館の運行を行う。
（子ども読書活動の支援拠点〔県市で分担・協働〕）
・　子ども読書活動の支援拠点として、活動の支援者を支えるコレクションの充実や研修・学習会の実施、各種ツールの作成・配布を行う。
（学校図書館との連携・協力）
・　高知市立学校に対する図書の貸出しやレファレンスの協力（市民図書館機能）、県立学校に対する同様のサービス（県立図書館機能）を実施する。
（３）蓄積・保存拠点としてのサービス
（高知県資料保存センター機能（〔県立図書館機能〕）
・　市町村立図書館等で保存しきれなくなった資料のうち、保存価値のあるものを集約して保存し、全県的な利用に供する。
（デジタル資料の作製・蓄積・提供）
・　高知県関係資料（郷土資料）で可能なものはデジタル化を進め、ウェブ・サイトで閲覧できるようにする。
（電子書籍貸出サービス）
・　先進事例や標準化の動向を見極めて対応する。
（歴史的資料の保存）
・　県立図書館、市民図書館の現状を踏まえ、歴史的資料の収集・保存に一定の役割を果たす。
（４）課題解決支援サービス
（ビジネス・産業支援サービス）
・　仕事や就業をはじめ、事業やサービスの企画・評価にも役立つ資料・情報を収集・提供する。
（健康・安心情報サービス）
・　健康増進や医療、安全衛生、防災、防犯などに関する資料・情報を収集・提供する。
（５）利用者や対象資料等により区分されるサービス
（児童サービス）
・　子どもが直接手に取ることのできる、新鮮かつ幅広いコレクションを収集・提供する。
・　子ども室（仮称）は、閲覧コーナーから独立した窓口・スペースとコレクションを持つ。
・　市町村等の図書選定に資するために、児童書を全点購入し、一定期間、選定見本として供するとともに、一部巡回等も行う。
（ヤングアダルト・サービス〔青少年サービス〕）
・　様々な分野への興味・関心を育てる資料などを幅広く揃え、成人まで読書習慣を維持し、自己実現のために活用できるようにする。
（高知県関係資料（郷土資料）・情報の収集・保存・提供）
・　図書や雑誌、新聞のほか、パンフレット、地図等を収集・組織化（整理）・保存・提供する。
（多文化サービス）
・　在住外国人や研究目的の利用者を対象に、外国語の資料を収集する。また、国際交流などを意識した展示等を行う。
（図書館利用に障害のある人へのサービス）
・　図書館の利用や読書に何らかの障害を有している方を対象に、障害に応じて資料を変換し、配送（配信）するサービスや、対面音訳、レファレンス・サービス等を行う。
（６）職員の育成・研修等
・　新図書館や市町村立図書館等の職員・スタッフ、読書活動推進・支援者等を対象にした研修を行うとともに、必要な資料・情報を収集する。
（７）その他
・　新しい付加価値を提供する情報サービスを企画・運用する。
・　図書館サービスの利用促進と読書活動の推進のため、様々なＰＲ活動を行う。
・　図書等の利用促進、各種の情報提供、人的交流の促進のため、集会、行事、展示等を行う。
５　新図書館の資料収集及び保存
（１）収集方針
（県立図書館）
・　市民図書館と資料構成の相互補完を図りながら、データベース、専門書なども含め、図書、雑誌、新聞など多様な資料を幅広く系統的に収集する。
・　課題解決型図書館として、専門機関と連携・協力しながら、資料の整備を図る。また、高知県の特性や課題に応じた分野については、重点的な収集を行う。特に、高知県関連図書や史料については、網羅的に収集を行う。
なお、障害者サービスのための資料については、新点字図書館等との役割分担を考慮しながら収集する。
（市民図書館）
・　県立図書館と資料構成の相互補完を図りながら、多様な形態のものを幅広く収集する。特に、高知県に関する資料については網羅的に収集を行う。
（２）保存方針
（県立図書館）
・　遡及的調査に応えられるよう、収集した資料は、全タイトル１点は保存する。
・　高知県関連資料については、貸出し・閲覧用とは別に１点保存する。
・　市町村立図書館等の求めに応じて必要な資料を保存する役割を果たす。
・　現物保存を原則とするが、一部の資料については、代替資料として電子化を推進する。
（市民図書館）
・　本館所蔵資料は、原則として除籍等は行わず、書庫内にて保存する。
・　高知県関係資料については、必ず１点を保存用資料として残す。
（３）収集に関する留意事項
（図書館利用に障害のある人や多文化社会に対応した図書館資料及び様々な情報資源の収集・活用の考え方）
・　資料の電子化や各種電子メディアの活用にあたっては、高齢者や図書館利用に障害のある人、様々な文化的背景を持つ人、地理的な格差解消にとって有効な方策を展開する。
（著作権及び出版事情に関する留意事項）
・　著作権法改正を踏まえ、従来からの紙の資料と電子書籍をバランスよく収集するともに、データベース等の情報ネットワークを介した情報源の提供も積極的に行う。
（４）各種資料（メディア）別の計画
（図書）
・　児童書
市民図書館本館では、所蔵資料の増加に努め、分館・分室と一体的に収集、複本購入、買い替え等を行う。
県立図書館では全点収集を行う。なお、収集した児童書を一定期間、市町村立図書館等の職員・スタッフの選書の参考とするため、手に取って見ることのできる別室（又はコーナー）を設ける。
・　一般成人向けの図書
新書、文庫、その他の一般的なシリーズ（叢書）等はできるだけ多くの種類を収集する。
各分野一通りの学習が完了できるコレクションを確保し、様々な業務で必要とされる専門書も収集するなど、常に新しい情報が得られるコレクションを継続する。
全出版点数の5割以上の購入を目指す。
（雑誌・新聞）
・　雑誌は、2,000タイトル以上の収集を目指す。
・　新聞は、一般紙とともに業界紙の充実を図る。
（高知県関係資料〔郷土資料〕・情報）
・　高知県関係の資料・情報は、幅広く収集する。古文書等の歴史的資料は、関係機関と調整して収集・保存する。
・　貴重な資料はデジタル化を積極的に推進し、インターネットを通じて幅広い利用を可能にする。
（パッケージ系デジタル資料）
・　高知県関係資料（郷土資料）、その他のもので著作権処理をしているもの、デジタル化して販売しているもの、図書館利用に障害のある方のためにデジタル化したものをバランスよく収集する。
（ネットワーク系デジタル資料）
・　高知新聞のほか、大手全国紙のデータベースをすべて揃える。
・　ビジネス・産業支援サービス、健康・安心情報サービスに活用できる各種データベースを揃える。
・　インターネットによる情報資源を利用者に分かりやすい形で提供する。
（視聴覚資料）
・　課題解決支援サービスに留意して基準を作成し収集を行う。
（パンフレット・リーフレット等）
・　高知県関係資料（郷土資料）は、パンフレット・リーフレットも積極的に収集する。
・　高知県の観光情報を収集するとともに、他の地域・外国のものも必要に応じて収集・配布する。
・　ビジネス・産業支援サービス、健康・安心情報サービス、行政サービスや各種の生活支援情報等、必要なものを幅広く収集・配布する。
（その他〔紙芝居等〕）
・　紙芝居の充実を図るとともに、触る絵本や布の絵本等も収集・貸出しを行う。
６　新図書館におけるコンピュータ・システム（図書館情報システム）
（利用者利便性の向上）
・　所蔵資料の検索、予約が、図書館内やインターネットを経由して、誰でも簡便にできるだけでなく、情報の高度利用や加工が可能な利用者に対しては、情報の取捨選択が可能な環境を提供する。
・　図書館内においては、インターネットの閲覧・接続環境を無料で提供する。
（利用者の新しいニーズに対応した、デジタル資料提供の環境整備）
・　各種商用データベースを拡充し、提供する。
・　「電子書籍」をはじめ、音声や動画など多様なデジタル資料を、館内だけでなく、館外へも提供できる環境を整備する。
（新図書館業務効率化の推進）
・　資料の貸出し・返却、選書、受入れ及び蔵書点検などの業務については、自動化やペーパーレス化の推進によって、職員の業務負荷の軽減を図り、レファレンスなど他のサービスに力を注げるようにする。
・　窓口の分散化やプライバシーの保護につながるセルフ式機器を導入する。
・　有効な蔵書構成を維持するため、ＰＯＳ（販売時点情報）システムに類似した、個人の特定につながらない利用履歴情報の統計的な活用を行う。
・　ＢＤＳ（貸出し手続き確認装置）を導入し、蔵書管理の省力化を図る。
（市町村立図書館等の電算化の支援〔県立図書館機能〕）
・　市町村立図書館等の状況に見合った、図書館業務やデジタル資料管理の面からの支援を行う。
（市民図書館分館・分室・移動図書館に対する支援〔市民図書館本館機能〕）
・　分館・分室・移動図書館を新図書館のコンピュータ・システムに含め、貸出し・返却情報、所蔵資料情報、利用者情報等を一括して管理する。
７　新図書館のサービス・業務を実現するために必要な施設・設備
（１）基本方針
・　分かりやすい平面構成とすることにより、利用者が使いやすく、職員も働きやすい施設とする。
・　図書館の発展、利用の変化に対応できる施設とする。
・　県立図書館と市民図書館それぞれの物流システムに配慮した機能的な構造とする。
（２）新図書館におけるゾーニングと主要動線
・　「利用者ゾーン」、「サービス・業務ゾーン」、「書庫ゾーン」の大きな３つに区分し、「サービス・業務ゾーン」は、「利用者ゾーン」と「書庫ゾーン」のどちらにもアクセスしやすいように配置する。
（利用者ゾーン）
・　「開架スペース」と「閲覧スペース」があり、「閲覧スペース」は、多様な形態を用意する。
（サービス・業務ゾーン）
・　専用デスクや作業場を用意して、スペースの効率化を図り、休憩スペースや会議スペースを設ける。
（書庫ゾーン）
・　一部に積層書庫を使用して収容能力を高めるとともに、出納の極めて少ない資料に限定して、その他の収蔵方式も活用する。
・　書庫内にエレベータとリフトを設置するとともに、コンベヤなどの搬送機器を活用して出納の効率化を図る。
（その他）
・　トイレは、様々な障害者に配慮してオストメイトが使用できるものを用意するとともに、洋式と和式のものを設置する。
・　授乳ができるスペース、携帯電話が使用できるスペース、談話などができるスペース、コインロッカー、傘置き場等を共有スペースに設置し、図書館以外の施設の利用者も利用できるようにする。
（３）必要な各種スペース
（カウンター窓口の考え方）
・　繁閑に応じて適宜使用できるようにし、利用者の移動距離の短縮を図る。
・　書庫出納等のバックカウンターを設け、業務の効率化を図る。
（市町村支援〔県立図書館機能〕）
・　書庫に市町村支援専用のコレクションを置くスペースを確保する。
（団体貸出し〔県市で分担〕）
・　団体貸出しに対応するための専用コレクションを用意し、書庫にスペースを確保するとともに、業務エリアに団体貸出しの作業その他打ち合わせ等にも活用できるスペースを確保する。
（分館・分室対応〔市民図書館本館機能〕）
・　年間約300万件以上の回送が見込まれることから、学校支援図書分も含め、十分な資料ストックスペースと配送作業スペースを確保する。
（学校支援〔県市で分担〕）
・　図書等を一時的にストックしておける場所を確保する。
（児童サービス関連）
・　「子ども室」又は「子ども読書室」等の名称で部屋として独立したものとするか、騒音が漏れないように仕切りをして「児童コーナー」とする。いずれの場合も専用のカウンターを設ける。
・　現在の県立図書館児童図書研究室をより充実し、別室（又は別コーナー）を設け、子ども読書活動の関係者が活用できるようにする。
（課題解決支援サービス及びレファレンス・サービス）
・　レファレンス・サービスは専用カウンター（又はデスク）を設ける。
・　ビジネス・産業支援サービスについては、より込み入った相談や、データベース使用による支援等の要素が付加されるため、別のカウンター（又はデスク）とする。
（貸出しを中心としたサービス）
・　業務量の増加が見込まれる貸出し・返却・予約は、専用カウンターを設ける。
（高知県関係資料（郷土資料）・情報関連サービスと研究）
・　レファレンス・カウンターと貸出し・返却カウンターを統合したものを設けるとともに、貴重資料等を閲覧する特別閲覧室を設置する。
（閲覧スペース・対面音訳室）
・　閲覧スペースは、様々な種類を組み合わせ、全体として400～500席程度用意する。（現在の県立図書館：約200席、市民図書館：約100席）
・　対面音訳室は複数設ける。
（書庫）
・　各階に設ける場合は、できるだけ開架図書と連動させるとともに、書庫内にリフトなどの搬送機器、作業スペース、コンピュータ端末を設置し、出納の効率化を図る。
・　一つの階層に集約する場合は、横方向の搬送機器も設置し、各階のカウンターまで運べるようにする。
・　通常の書庫の他に積層書庫を使用し、出納の極めて少ない資料に限定して、その他の収蔵方式も活用する。また、各層にリフトなどの搬送機器を設ける。
（集会・行事・展示等）
・　県内の図書館関係者を収容できる研修スペースを確保するなど、大・中・小の空間（中・小は複数）を用意し、パーティション等で区切って柔軟な運用ができるようにするほか、展示にも使用できるように設備等を設ける。
○ 新図書館の施設規模〔案〕
	スペース
	内　容
	面 積

	開架閲覧スペース
	貸出・返却カウンター、ビジネス・産業支援サービス、健康・安心情報サービス、高知県関係資料（郷土資料）、子ども室（仮称）、ヤングアダルト・サービス等
	   5,700㎡

	集会・研修、学習
スペース
	ホール、集会室、研修室、ボランティア活動室等
	   900㎡

	資料保存スペース
	一般書庫、貴重書庫等
	 4,500㎡

	事務・管理スペース
	事務室、配送センター等
	   1,100㎡

	共用スペース
	エントランス、廊下、階段、エレベータ、トイレ、機械室等
	2,800㎡

	合　　計
	
	15,000㎡


Ⅲ　新点字図書館
１　新点字図書館のコンセプト

新点字図書館は、より幅広く視覚に何らかの障害のある県民・市民を対象として、読書支援や利用者のニーズに応えられる情報提供の拠点施設としての役割を担う。
２　新点字図書館において実施するサービス及び業務
新点字図書館の設置・運営主体は高知市とし、県は必要な支援を行うことにより、県内全域にサービスを提供する。
新図書館をはじめ、公共図書館や福祉機関と密接に連携することにより、全県的な利便性の向上に努める。
身体障害者手帳の交付の有無にかかわらず視覚障害者及び高齢化等のため視力が低下したことなどにより読書が困難になった方（以下「視覚障害者等」という。）も利用できる施設とする。
新点字図書館の運営については、学識経験者なども含めた「運営協議会」を設置し、業務の点検、評価を行うなど、運営についての透明性を確保する。「図書選定会議」（仮称）や、「ボランティア連絡会議」（仮称）などの部会の設置についても検討する。
改正著作権法では、公共図書館においても障害者への複製図書の製作が認められるようになったことから、新図書館や他の公共図書館が行う障害者サービスを支援していく。
（１）図書館サービス
（図書の閲覧・貸出）
・　点字図書、録音図書の貸出し。利便性を考慮した電話、ファックス、メール等での申込み受付。
・　視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」を利用した他の点字図書館等との相互貸借及び点字・音声データのダウンロードによる図書製作・貸出し。
・　身体障害者手帳保持者への無料郵便制度を活用した郵送による貸出し・返却。
・　身体障害者手帳を保持していない視覚障害者等については、新図書館の物流システム等を活用して最寄りの図書館まで配送。
・　専用読書室を設置し、視覚障害者等が閲覧に必要な機器を配置する等、利用しやすい施設環境を整備。
（レファレンス・サービス）
・　司書等の専門職の確保や新図書館との協力、連携を強化して、レファレンス・サービスを充実する。
（情報環境の変化に対応した利用者支援の充実）
・　情報機器等の有効な利用方法の習得支援、研修。
・　デイジー図書再生機等の機器貸出し、利用支援。
・　「サピエ」の図書の利用支援。
・　カセットテープ図書の提供。
・　インターネットや視覚障害者用ソフトの利用支援。
・　パソコン講座の開催。
・　デジタルデータの利用促進。
（福祉機関との連携による利用の拡大）
・　市町村の福祉窓口や視覚障害者生活訓練指導員、相談支援事業所など福祉機関等との連携の強化と利用の拡大。
・　県内全域でのパンフレット配布や、広報紙による事業の紹介。
・　ルミエールサロン（視覚障害者向け機器展示室）の出張展示等と連携した機器や事業等の紹介。
・　福祉機関等との連携による点字図書や録音図書の利用ができていない方などに対する利用の支援
（新図書館との連携）
・　新図書館における図書館サービスのユニバーサル化のために必要な支援をしていく。
（２）点字図書・録音図書の製作
・　デジタル化など、情報環境の変化や多様化している利用者のニーズに対応した図書製作機能の充実。
・　司書等専門職及び「図書選定会議」（仮称）を活用して利用者のニーズに沿った点字図書や録音図書を製作。
・　著作権法改正により公共図書館でも認められるようになった録音図書などの製作については、新図書館と新点字図書館は相互に補完しながら対応していく。
（３）ボランティアとの協働
・　専門性の向上、継続して活動できるようコーディネートするなどの支援・育成体制を充実。
・　「ボランティア連絡会議」（仮称）の活用。
・　市町村のボランティア養成について、県内の大学や社会福祉協議会、ＮＰＯ等と協働して支援。
・　点訳ボランティア、音訳ボランティアの養成
・　情報機器の利用支援ボランティアや運営をサポートするボランティアの養成
・　外国語、経済、法律などの専門的分野のニーズへの対応や、テキストデイジー図書、マルチメディアデイジー図書などの新しいメディアによる複製図書の製作等の機能強化を図るため、ボランティアの専門性やスキルアップのための研修の実施及び指導者の養成を行う。　　　
（４）生活情報や地域情報の提供
・　手紙や契約書、イベントのチラシなどの情報の電話やファックスでの読上げサービス
・　市町村が行う広報紙の点訳や音訳への支援
・　「サピエ」を活用した地域情報の発信
（５）日常生活用具等の展示・販売
・　日常生活用具展示コーナーの設置及び相談等の実施。用具販売についての検討。
・　複合施設エントランスの交流スペースを活用した視覚障害者等のための日常生活用具の企画展示等。
３　組織及び人員体制
（１）組織体制
新点字図書館において新たに展開するサービスや業務を実施するため、専門職員を新たに配置するとともに、効率的かつ効果的にサービス及び業務を行うことができるような組織体制を構築。
（２）職員の専門性の確保と資質向上
専門職の配置及び研修や情報機器の習熟などによる資質の向上を図る。
（司書）
・　選書や点訳・音訳のための調査、レファレンス・サービス、各地の公共図書館等との連携
（情報支援員）
・　進化する情報機器の操作や情報入手のための支援
（コーディネーター）
・　ボランティア活動の調整やサービスを通じて把握した相談内容への助言、関係機関の紹介
４　施設整備
（１）施設整備にあたって配慮すべき事項
視覚障害者等が利用しやすい施設整備を行う。
（施設整備にあたっての基本的な考え方）
・　動線や設備の仕様等について視覚障害者等に十分に配慮。
・　読書室や対面読書室等利用者スペースについては利用予測に基づいた面積を確保。
・　図書製作機能における設備の充実。
・　ボランティアの育成や質の向上を図るための研修室の設置。
・　書庫については、30年間の蔵書増加数を見込んだ面積を確保。
（２） 設備・機器の整備
情報関連機器については、利用者の障害程度が一様でないことや、情報環境が今後ますます進歩することが考えられることから、多様なニーズに対応可能な機器を整備。
（３）必要なスペース及び諸室（面積は想定）
【利用者スペース】　220㎡
・　読書室（利用定員20人程度）　
閲覧テーブル、開架書架、受付コーナー等を設置。視覚障害者等が閲覧に必要な各種機器を配置。
・　パソコンブース　
「サピエ」の利用や録音図書の聴読等の利用ために個室ブースを５室程度設置。
・　レファレンス・相談室（日常生活用具展示販売スペースを含む）
読書の相談、レファレンス等を行う。防音等プライバシーの保護に配慮する。
レファレンス・相談室に隣接して読書関連用具を中心とした「視覚障害者用日常生活用具展示コーナー」を併設。
・　研修室　
視覚障害者等へのパソコン講座や読書専用機器の研修、中途失明者等に対する点字教室、ボランティア研修等に利用。
・　対面読書室　
視覚障害者等が手持ちの図書や資料、郵便物、説明書等をボランティアが対面で読むサービスを行う。３室程度を設置。防音等プライバシーの保護に配慮する。
【図書製作スペース】　130㎡
・　校正室　
点訳ボランティア養成講座の校正、点訳・音訳の校正室・資料室として利用。
・　録音編集室（防音構造）　
録音図書製作のための録音・校正・編集作業を行う。録音スタジオ、簡易録音ブースをそれぞれ３室程度設置。
・　図書製作活動ステーション（図書製作を共同で作業する場）　
図書製作に従事するボランティアの養成講座の実施、研修・会議、図書製作のための共同作業等を行う。
【書庫スペース】　330㎡
点字・録音図書用書庫については効率的な収蔵を図るとともに、貸出し・返却時の作業が容易なよう配慮する。
・　点字図書用書庫　
現在の蔵書数は約29,000冊。今後は年間1,000冊の増加を見込む。30年後は約60,000冊となり、現在の２倍の蔵書数となる。
・　録音図書用書庫　
現在の蔵書はカセットテープ約51,000巻、デイジー図書約4,200枚となっている。今後はデイジーがより主流になることや利用者ニーズへの対応を考慮し、カセットテープ100巻/年、デイジー500枚/年の増加を見込む。30年後はカセットテープ約54,000巻、デイジー図書約20,000枚となる。
・　資料保管庫　
視覚障害者用資料の収集や点字図書館事業関係資料を保管。
・　図書原本資料保管書庫　
マザーテープのほか、点字データ（ＦＤ、ＭＯ、ＣＤ）の保管、複製図書の原本や資料などを保管。
・　機器保管庫　
貸出用機器、研修用機器、講座用機器等を保管。
【管理スペース】　120㎡
・　職員事務室　
新点字図書館に配置される職員数に見合ったスペースを確保。
・　発送・作業室　
点字図書、録音図書等の発送、返却作業等を行う。
・　印刷・製本室（防音対応）
点字資料等の印刷・製本、録音図書のコピー等の作業を行う。
・　情報システム室　
個人情報・図書データの管理、インターネット関係機器、図書システムサーバー等を設置。
【共用スペース】　200㎡
エントランススペース、トイレ（視覚障害者等が使いやすい設計）、通路等
（４）ゾーニング
・　移動距離や動線及び災害時の避難等について十分配慮し、複合施設の入口及び各施設への移動が容易となるよう１階の視覚障害者等が利用しやすい場所に配置。
・　利用者の利便性を高め、ボランティアの活動やサービス・業務を効率的に行うことができるよう、新点字図書館の各スペースについては複合施設内の一箇所に集約し、各スペース及び諸室間の連動性を考慮して整備。
・　特に、利用者スペースの各諸室については、視覚障害者等が利用しやすく、わかりやすいよう配置。
５　点字図書館の改称について
近年は点字図書に加えて、録音図書等の利用が増加してきており、今後は、生活情報の提供やインターネット等ＩＣＴ機器の利用にも対応していく必要があることから、「高知点字図書館」の名称をより実態にあわせ、わかりやすい名称を検討。
Ⅳ　科学館（仮称）
１　科学館（仮称）のコンセプト
基本コンセプトは「見て、触れて、感じて、作って、学び遊ぶ」とする。
次代を担う創造性豊かな人材を育成し、科学的な見方や考え方を養い、知的創造活動の場を提供する。
（１）目指す科学館像
以下の科学館像を目指して整備する。
・　必要な機能を凝縮したコンパクトな都市型科学館
・　子どもたちが科学への興味・関心を高め、意欲を育む体験型科学館
・　郷土の自然とともに、生命から宇宙、そして先端技術までを学び、探究心を育む科学館
・　本県の自然科学に関する情報センターとしての科学館
（２）５つの機能
「目指す科学館像」を実現するために、次の５つの機能を持つ。
・　育成機能
・　体験型機能
・　学校教育連携機能
・　ネットワーク機能
・　発信普及機能
２　（現）子ども科学図書館からの発展性
昭和56年開設の「高知市子ども科学図書館」の資料、展示物、取り組みを発展させる。
（主な取り組み）
・　昆虫などの標本・実験設備・科学展示を整備
・　様々な科学教室を開催
３　サービスの対象
サービスの対象者は以下のように想定している。
・　県内全域の高校生までの子どもを主とする全県民
・　理科教員、研究者、技術者等
４　実施するサービス及び事業
以下のサービス及び事業を実施する。
（１）基本的な考え方
・　科学学習・科学体験の場を提供
・　大学生、科学者、技術者、研究者なども含む幅広い人材が交流し学びあう場
・　高度な観察・実験の学習機会を提供
・　先端的な科学技術を分かりやすく学習できる教材を広く提供
・　大人も楽しめ、科学や自然に対する関心を喚起
・　有料施設として管理・運営できるよう整備（料金については別途検討）
（２）科学教室
・　系統的な学びと体験を中心とした定期的・継続的な科学教室を開催
（３）常設展示
・  エンターテイメント性を考慮した体験型展示を整備
・  県内の既存施設では対象としていない分野を中心
・  次の３ゾーンで構成
  〔「生命・自然環境ゾーン」の展示内容〕
自然の神秘と生命の連続性、水の循環による森・川・海の繋がりと生態系、郷土の豊かな自然と自然環境問題
※重視するテーマ「郷土の自然」「生物多様性」「生態系」
　〔「宇宙・地球ゾーン」の展示内容〕
宇宙の不思議、地球の不思議、科学の不思議
※重視するテーマ「地震の歴史と発生の仕組み」「科学の不思議体験」
　〔「郷土の未来と科学技術ゾーン」の展示内容〕
科学技術、郷土の科学者や技術者などの展示
※重視するテーマ「先端農業技術」「からくり人形からロボット」「新エネルギー」
・　固定式とせず柔軟に内容や構成を更新できる展示
・　サイエンスホールを隣接し、映像や実験・解説等を提供
（４）企画展
・　科学館における調査研究の成果を提供
・　関係機関等と連携して企画
・　巡回展等を誘致
・　サイエンスショーを実施
（５）プラネタリウム
・　最新の天文学の成果に基づき、宇宙について子どもから大人まで楽しみながら学ぶことができるように整備
・　多様な映像コンテンツを上映
・　集客の点でも効果を期待
・　単独の有料施設として管理・運営できるよう整備（料金については別途検討）
（６）情報センター、ネットワーク
・　県内の自然科学系施設や研究機関、関係団体とネットワークを構成
・　活動内容やイベント情報を提供するなどの情報センター的機能を果たす
・　共同企画にも取り組む
・　学校と連携した理科教育を推進
・　本県の地学・生物系の貴重な標本を他施設と連携して収集・保管
（７）障害者対応
・　障害の有無に関わらず、すべての来館者が楽しみながら学べる施設とする
・　バリアフリー、ユニバーサルデザインを原則として整備
・　多様な方法でアクセスできるよう工夫された施設や運営
（８）新図書館との連携
・　新図書館と連携、関連の本や資料、図鑑、科学事典類を十分に整備
・　協働での企画やイベントを実施
５　科学館（仮称）におけるコンピュータ・システム
以下の管理システムを整備する。
・　収蔵資料、備品等を管理するシステム
・　名簿、統計、連携機関の情報等を管理するシステム
６　運営及び組織
（１）運営主体等
・　科学館（仮称）の設置は高知市、運営は高知市が高知県と協力して行う。
・　県内全域をサービス対象とするため、設置運営経費は県市で負担する。
（２）業務
以下の業務を行う。
（展示企画、普及イベント業務）
・　常設展示の調査、企画、調整、運営
・　企画展示の調査、企画、調整、運営
・　プラネタリウムの企画、運営
・　各種教室、実験などの開発、運営、実演、上演など
・　地域社会と連携した科学教育の振興
・　科学学習の啓発、各種イベントの企画、運営
（教育、研修業務）
・　学校や大学、研究機関等と連携した科学教育の振興
・　科学学習支援ネットワークの仕組みづくり
・　ボランティアの研修、育成
（情報提供、広報啓発業務）
・　自然科学系施設との連携、情報提供
・　ホームページの製作を含めた広報
（管理運営業務）
・　人事・予算・財産の管理
・　総務的業務
（３）管理運営体制
以下の体制にて、管理運営を行う。
・　展示企画・普及イベント業務、教育・研修業務、情報提供・広報啓発業務、プラネタリウム運営を担当する学芸員を含む専門スタッフ
・　上記の専門スタッフをサポートし協力するスタッフ
・　管理運営業務を担当する行政スタッフ
・　ボランティアスタッフ
７　施設構成（案）
複合施設内の専有面積は1,500㎡、内訳は以下の構成とする。
	スペース
	内　容
	面　積

	展示、実験・学習スペース
	展示室・サイエンスホール、企画展示室、プラネタリウム、実験学習室、工作室等
	1,000㎡

	管理スペース
	収蔵庫、格納庫、実験準備室、調査研究室、事務室・会議室・ボランティア室等
	500㎡

	合　　計
	
	1,500㎡


※屋上を活用
※共用スペース（300㎡）＜エントランススペース、トイレ、通路等＞
Ⅴ　施設概要
１　建設場所
高知市追手筋2丁目1番　高知市立追手前小学校敷地東部分とする。
２　施設の構成・規模等
（１）敷地面積　5,000㎡程度（回遊性の確保を目的とした多目的広場等を除く）
（２）延床面積　17,800㎡程度
（３）施設の構成
・　新点字図書館（800㎡）は、利用者の利便性を優先し、1階に設置する。
・　新図書館（15,000㎡）は、必要な機能を各階に確保する。
・　開架書架、閲覧室は、利用者の利便性を優先する。
・　科学館（仮称）（プラネタリウムを含む）（1,500㎡）は、屋上も活用するため最上階に設置する。
・　新点字図書館と科学館（仮称）にかかる共用部分は500㎡程度を見込む。
（駐車場・駐輪場）
・　複合施設の利用者専用に、100台程度の駐車スペースを確保する。
・　障害者用、業務用車両、団体用の大型バスの駐車スペースを別途、確保する。
・　各駐車スペースは、利用者の利便性と安全性、周辺の道路事情、景観、日曜市、さらには管理方法等を考慮して、動線を確保し、整備を行う。
・　駐輪場は、周辺の景観と利便性等を考慮して設置する。
Ⅵ　整備日程
平成24年度末までに設計業務を行い、平成25年度に現在の追手前小学校の解体工事、埋蔵文化財調査を行ったうえで、建設工事に着工する。
合併特例債の適用期限を考慮し、平成26年度内の竣工、平成27年度中の開館を目指して整備を進める。
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